
自己評価チェックリスト
掲載
状況 「JAXA社会環境報告書2019」対応項目 頁

(1) 対象組織の範囲・対象期間

(2) 対象範囲の捕捉率と対象期間の差異

(3) 報告方針

(4) 公表媒体の方針等

2. ○ トップコミットメント 2-3

(1) 環境配慮経営等の概要 ○ 環境基本方針、環境経営推進の目標及び達成状況 13-15

(2) 重要業績評価指標(KPI)の時系列一覧 ○
環境経営推進の目標及び達成状況、
事業のマテリアルバランス、データ集

14,
18-19,

36

(3) 個別の環境課題に関する対応総括 ○
環境経営推進の目標及び達成状況、
環境への取り組み

14
15-17

4. ○ 事業のマテリアルバランス、データ集 16-17,36

(1) 環境配慮の方針 ○ JAXA環境基本方針 13

(2) 重要な課題、ビジョン及び事業戦略等 ○
トップコミットメント
JAXA環境基本方針、環境経営推進の目標及び達成状況

2-3
13,14

(1) 環境配慮経営の組織体制等 ○ 環境経営推進の目標及び達成状況、環境経営の体制 14, 15

(2) 環境リスクマネジメント体制 ○ 総合リスクマネジメント 22

(3) 環境に関する規制等の遵守状況 ○ 環境経営推進の目標及び達成状況、環境への取り組み 14,15-17

(1) ステークホルダーへの対応 ○
ISO26000とJAXAの取り組み
ステークホルダーとのコミュニケーション

12
28,31,33

(2) 環境に関する社会貢献活動等 ○

地球観測衛による気候変動対策への貢献
宇宙利用の社会実装、防災等への活用
環境経営推進の目標及び達成状況
地域の自然との共存

8
9
14
20

(1) バリューチェーンにおける環境配慮の取組方針、戦略等 ○
環境経営推進の目標及び達成状況、
バリューチェーンにおける取り組み

14,17

(2) グリーン購入・調達 ○
環境経営推進の目標及び達成状況、
グリーン購入・グリーン契約

14,17

(3) 環境負荷低減に資する製品・サービス等 ○
環境経営推進の目標及び達成状況、
環境への取り組み

14,
15-17

(4) 環境関連の新技術・研究開発 ○
地球観測衛による気候変動対策への貢献
宇宙利用の社会実装、防災等への活用
環境経営推進の目標及び達成状況

8
9
12

(5) 環境に配慮した輸送 無※ ※バリューチェーンにおける原料調達・製品搬出等の輸送は該当なし。 -

(6) 環境に配慮した資源・不動産開発／投資等 無※ ※バリューチェーンにおける資源・不動産開発/投資等は該当なし。 -

(7) 環境に配慮した廃棄物処理／リサイクル ○
環境経営推進の目標及び達成状況
循環型社会形成への取り組み

14,17

○ 環境経営推進の目標及び達成状況 14

(1) 総エネルギー投入量及びその低減対策 ○
環境経営推進の目標及び達成状況、環境への取り組み、事
業のマテリアルバランス、データ集

14,
15-17,

18-19,36

(2) 総物質投入量及びその低減対策

(3) 水資源投入量及びその低減対策

2. ○ 環境経営推進の目標及び達成状況、環境への取り組み 15,17

(1) 総製品生産量又は総商品販売量等 無※
※製品生産・商品販売を行っていない。また、アウトプットの指標としてサービ
ス提供量の数値化は行っていない。

-

(2) 温室効果ガスの排出量及びその低減対策 ○
環境経営推進の目標及び達成状況、環境への取り組み、事
業のマテリアルバランス、データ集

14,
15-17,

18-19,36

(3) 総排水量及びその低減対策

(4) 大気汚染、生活環境に係る負荷量及びその低減対策

(5) 化学物質の排出量、移動量及びその低減対策

(6) 廃棄物等総排出量、廃棄物最終処分量及びその低減対
策

(7) 有害物質等の漏出量及びその防止対策

4. 無※
※惑星等の保護などを通じ地上への影響を軽減するよう考慮するなど、間接
的に生態系への影響配慮を行っている。また、事業所では緑化に取り組んで
いるものの、直接的な事業活動としては行っていない。

-

(1) 事業者における経済的側面の状況 無※
※事業活動に伴って発生する環境負荷や環境配慮等の取組の状況は把握
しているが、環境会計に取り組むところまでは至っていない。

(2) 社会における経済的側面の状況 無※
※事業活動により発生した環境負荷が社会に及ぼす環境への影響について
は把握しているが、金銭換算には至っていない。

2. ○
ISO26000とJAXAの取り組み、行動宣言、社会から信頼され
る組織を目指して、働きがいのある職場を目指して、ステー
クホルダーとのコミュニケーション、データ集

12, 21
22-23,
24-27,
28-33,

36

(1) 後発事象

(2) 臨時的事象

2. ○ 第三者意見 34

無※

生物多様性の保全と生物資源の持続可能な利用の状況

環境配慮経営の経
済的側面に関する
状況

環境配慮経営の社会的側面に関する状況

○

資源等の循環的利用の状況（事業エリア内）

生産物・環境負荷の
産出・排出等の状況

○

○

経営責任者の緒言

環境報告の概要

マテリアルバランス

報告にあたっての
基本的要件

○

「環境報告ガイドライン2012」項目

3.
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記
載
事
項
等
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1.

環境情報の第三者審査等
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　各記載項目の共通事項

1.
資源・エネルギーの
投入状況

「
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
の
環
境
配
慮
経
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に
関
す
る
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を
表
す
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・
指
標

4.
バリューチェーンに
おける環境配慮等
の取組状況

報告対象範囲等 35

環境への取り組み、事業のマテリアルバランス、
データ集

15-17
18-19

36

1.
環境配慮の方針、ビ
ジョン及び事業戦略
等

2.
組織体制及びガバ
ナンスの状況

3.
ステークホルダーへ
の対応の状況

※後発事象等の発生は無い -

事業のマテリアルバランス、データ集 18-19,36

環境経営推進の目標及び達成状況、
環境への取り組み、事業のマテリアルバランス、
データ集

14
15-17
18-19

36

-



自己評価チェックリスト
掲載
状況 「JAXA社会環境報告書2019」対応項目 頁

(1) 報告対象組織

(2) 報告対象期間

(3) 基準・ガイドライン等

(4) 環境報告の全体像

2. ○ データ集 36-37

1. 経営責任者のコミットメント 重要な環境課題への対応に関する経営責任者のコミットメント ○ トップコミットメント 2-3

(1) 事業者のガバナンス体制 ○ 環境経営の体制、内部統制 15,22

(2) 重要な環境課題の管理責任者 ○ 環境経営推進の目標及び達成状況、環境経営の体制 14-15

(3) 重要な環境課題の管理における取締役会及び経営業務執行組
織の役割

○ 環境への取り組み 15

(1) ステークホルダーへの対応方針 ○
環境への取り組み、コミュニティへの参画及びコミュニティの発
展

13-14,
28

(2) 実施したステークホルダーエンゲージメントの概要 ○
環境への取り組み、地域の自然と共存、コミュニティへの参画
及びコミュニティの発展

20
28-33

(1) リスクの特定、評価及び対応方法 ○ 環境事故の防止 17

(2) 上記の方法の全社的なリスクマネジメントにおける位置付け ○ 内部統制, リスクマネジメントの推進 22

5. ビジネスモデル 事業者のビジネスモデル 無 -

(1) バリューチェーンの概要 ○ バリューチェーンにおける取り組み 17

(2) グリーン調達の方針、目標・実績 ○ 環境への取り組み、グリーン購入・グリーン契約 14,17

(3) 環境配慮製品・サービスの状況 ○ 地球観測衛による気候変動対策への貢献 8

(1) 長期ビジョン ○ 第4期中長期計画 4

(2) 長期ビジョンの設定期間 ○ 第4期中長期計画(2018~2024年度の7年間) 4

(3) その期間を選択した理由 ○ 第4期中長期計画(国が定めた中長期目標へ対応) 4

8. 戦略 持続可能な社会の実現に向けた事業者の事業戦略 ○ SDGsへの取り組み、JAXA環境基本方針 5,13

(1) 事業者が重要な環境課題を特定した際の手順 ○ 環境経営推進の目標及び達成状況 14

(2) 特定した重要な環境課題のリスト ○ 環境経営推進の目標及び達成状況 14

(3) 特定した環境課題を重要であると判断した理由 ○ 環境経営推進の目標及び達成状況 (JAXA環境方針) 14, 13

(4) 重要な環境課題のバウンダリー ○ 環境経営の体制等 15

(1) 取組方針・行動計画 ○ トップコミットメント、JAXA環境基本方針 2-3,13

(2) 実績評価指標による取組目標と取組実績 ○ 環境経営推進の目標及び達成状況 14

(3) 実績評価指標の算定方法 無※ ※法律に基づく数値指標なので省略 -

(4) 実績評価指標の集計範囲 無※ ※法律に基づく数値指標なので省略 -

(5) リスク・機会による財務的影響が大きい場合は、それらの影響額
と算定方法

無※
※事業活動に伴って発生する環境負荷や環境配慮等の取組
の状況は把握しているが、額の算定までは至っていない。

-

(6) 報告事項に独立した第三者による保証が付与されている場合
は、その保証報告書

無※ ※第三者保証を受けていないため。 -

(1) スコープ１排出量温室効果ガス排出 ○ 事業のマテリアルバランス 18-19

(2) スコープ２排出量 ○ 事業のマテリアルバランス 18-19

(3) スコープ３排出量 無 -

(4) 温室効果ガス排出原単位 ○
環境経営推進の目標及び達成状況
エネルギーの使用の合理化に関する法律への対応
東京都条例への対応（CO2削減への取り組み）

16

(5) エネルギー使用量の内訳及び総エネルギー使用量 ○ 事業のマテリアルバランス 18-19

(6) 総エネルギー使用量に占める再生可能エネルギー使用量の割
合

無 -

(1) 水資源投入量 ○ 事業のマテリアルバランス 18-19

(2) 水資源投入量の原単位 無 -

(3) 排水量 ○ 事業のマテリアルバランス 18-19

(4) 事業所やサプライチェーンが水ストレスの高い地域に存在する場
合は、その水ストレスの状況

無 -

(1) 事業活動が生物多様性に及ぼす影響 無※

※惑星等の保護などを通じ地上への影響を軽減するよう考慮
するなど、間接的に生態系への影響配慮を行っている。また、
事業所では緑化に取り組んでいるものの、直接的な事業活動
としては行っていない。

-

(2) 事業活動が生物多様性に依存する状況と程度 無 -

(3) 生物多様性の保全に資する事業活動 ○

(4) 外部ステークホルダーとの協働の状況 ○

(1) 再生不能資源投入量 無 -

(2) 再生可能資源投入量 無 -

(3) 循環利用材の量 無 -

(4) 循環利用率（＝循環利用材の量／資源投入量） 無 -

(5) 廃棄物等の総排出量 ○ 事業のマテリアルバランス 18-19

(6) 廃棄物等の最終処分量 無 -

(1) 化学物質の貯蔵量 ○

(2) 化学物質の排出量 ○

(3) 化学物質の移動量 ○

(4) 化学物質の取扱量(製造量・使用量) 無※ ※製造無し。 -

(1) 法令遵守の状況（全般） ○ 環境経営推進の目標及び達成状況 14

(2) 大気汚染規制項目の排出濃度、大気汚染物質排出量 ○

(3) 排水規制項目の排出濃度、水質汚濁負荷量 ○

(4) 土壌汚染の状況 無※ ※土壌汚染の報告なし -

9

15,18-19

事業のマテリアルバランス 18-19

バリューチェーン
マネージメント

水資源

6.

長期ビジョン7.

気候変動1.

重要な環境課題の特定方法9.

2.

化学物質の適正管理
事業のマテリアルバランス

汚染予防6.

宇宙利用の社会実装、防災等への活用
森林から世界を変える～JICA-JAXA熱帯林早期警戒システ
ム

2. ガバナンス

3.
ステークホルダー
エンゲージメントの状況

環
境
報
告
の
記
載
事
項

4. リスクマネジメント

事業者の重要な環境課題10.

生物多様性3.

化学物質5.

4. 資源循環

編集方針、報告対象範囲等 35

主な実績評価指標の推移

「環境報告ガイドライン2018」項目

1. 環境報告の基本的要件 ○

環
境
報
告
の

基
礎
情
報
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